
現場にて
洋式トイレ
が使われ
ていた為
説明を受
けています。
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労働災害ゼロを目指し頑張っていきます

パトロール後の検討会では工事現場の良
かった点、改善すべき点について意見を
かわしました。

検討結果を各工事に反映させ、事故のな

いよう安全に工事を進めてまいります。

９月２９日(木)に「新庄地区第１回安全パトロール」を実施しました。新庄地区安全パトロールは新庄河川事
務所鳥越出張所・鮭川出張所・銅山川砂防出張所管内(建設監督官含む)の請負工事について、安全に行

われているかを確認、さらに労働災害が起きる前に防ぐ事を目的として、毎年２回新庄河川事務所職員と
請負業者が合同で行っています。

パトロールには新庄河川事務所職員１２名、請負業者２７名、合計３９名が参加しました。午前中
は２つの工事現場において、他の現場でも取り入れるべき点や、労働災害に繋がるような改善
すべき点がないか点検しました。

芝張り作
業の工程
を点検して
います。

天野事業対策
官による「工事
事故発生状況
と事故対策に
ついて」の講話
を聞いていま
す。

全体討
議にお
いて班
毎発表
をして
います。

砂防川ダムの工事現場の安全
性を点検しています。

国土交通省は10

月から土木工事を
受注した建設業者
に対して、水洗トイ
レ機能が付いた洋
式の仮設トイレ「快
適トイレ」を作業現
場に設置する事を

義務付けました。


